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船舶事故調査報告書 

 

                            令和２年１２月９日      

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 令和２年１月１６日 ０７時３０分ごろ 

発生場所 香川県東かがわ市小磯
こ い そ

漁港北東方沖 

三本松港北防波堤灯台から真方位００４°１.２６海里付近 

（概位 北緯３４°１６.７′ 東経１３４°２０.６′） 

事故の概要 漁船第三洋
ひろし

丸は、のり
．．

の収穫作業中、船長が船倉に落下して溺死

した。 

事故調査の経過 令和２年３月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 なお、原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で

死亡したため行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第三洋丸、３.１トン  

ＫＡ３－２６８４３（漁船登録番号）、個人所有 

１０.９３ｍ（Lr）×２.６６ｍ×０.９７ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、漁船法馬力数７０、昭和６３年１０月１０日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６２歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成７年７月１３日 

免許証交付日 平成２７年７月８日 

         （令和２年７月１２日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、のり
．．

の収穫作業を行う目的で、令

和２年１月１６日０７時ごろ香川県東かがわ市小磯漁港を出港し、０

７時１５分ごろ同港北東方沖ののり
．．

養殖施設（以下｢本件施設｣とい

う。）に到着してのり
．．

の収穫作業を開始した。 

 船長と共に小磯漁港を出港した船長の家族Ａは、先に収穫作業を終

えて同漁港に帰港したが、船長の帰りが遅いので本件施設まで見に行

ったところ、同施設の近くで時計回りに旋回している本船を発見し、
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続いて船倉に倒れている船長を発見した。 

 船長は、船長の家族Ａにより船倉から出された後、僚船により小磯

漁港に運ばれ、船長の家族Ｂが０８時０３分ごろ救急車を要請し、０

８時１２分に到着した救急隊員により呼吸、脈拍とも無しの状態で蘇

生措置を施されながら香川県東かがわ市内の病院に０８時３６分ごろ

搬送されて救命措置が施された。海上保安部へは、警察署より０９時

５５分に通報され、１０時０７分に病院の医師により溺水による死亡

と検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真１ 本船、付図２ 本件施設

（イメージ）参照） 

 その他の事項 本件施設は、縦約７５ｍ、横約５０ｍの区画内に、長さ約２３ｍ、

幅約１.６５ｍ、網目の幅が縦横約０.１５ｍの化学繊維製ののり
．．

網が

６０枚設置されていた。 

本船は、のり
．．

収穫専用船で、のり
．．

収穫時には船首部にある通称突っ
．．

込み
．．

と呼ばれる器具を手動で海中に差し入れて本船を本件施設ののり
．．

網の下に潜りこませ、同網の下を通過しながら船橋後方に設置された

摘採機
て き さい き

でのり
．．

を摘み取り収穫していた。 

収穫されたのり
．．

は、船橋後方の縦約１.９ｍ、横約１.８６ｍ、深さ

約０.６ｍの船倉に入るようになっており、一回の収穫作業に約４５

分を要していた。 

（付図３ 本船の本件施設への進行方向（イメージ）参照） 

本船の船倉には、本事故時、のり
．．

が約３分の２の深さまで入ってい

た。 

 本船の操船は、操舵は船橋内中央にある舵輪とその下部にある足踏

みペダルで船首スラスタを操作し、前後進は左舷側にある主機操縦レ

バーで行い、また前進速力の微調整は同レバーの右側にあるトローリ

ングレバー*1により行っていた。なお、同レバーにはロック機能はな

かった。 

 （写真２ 本船（船橋内）参照） 

本船の運転状況は、本事故時、舵は右舵がとられ、主機操縦レバー

は前進位置となり、機関回転数は約１,０００回転でトローリングレ

バーが前側に倒れ前進位置となっていた。また、摘採機は停止してい

た。 

船長は、通常は船橋上のさぶたを取り外して船橋外に出入りしてい

たが、本船がのり
．．

網の下に潜った状態で、本船にのり
．．

網や異物が絡む

などして支障が出た場合は、引き戸式の窓を取り外して船橋外に出て

作業を行うことがあった。 

（写真３ 左舷側の窓から船橋外に出るときの姿勢、付図４ 船長

                             
*1 トローリングレバー：主機の回転数が一定の状態でクラッチをスリップさせ低速で細かな速度調整を行う装置。 
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が船橋外に出るときの姿勢参照） 

本事故当時、本船の左舷側の窓は取り外されていた。 

船長は、船長の家族Ａが発見したとき、船尾方向に頭を向けて船倉

内ののり
．．

の上に右舷船尾側に仰向けに倒れていた。また、頭頂部に３

～５cm の切創及び右耳からの出血があり、口内にのり
．．

が入っていた。 

（付図５ 船長が倒れていた位置（イメージ）参照） 

医師の診断では、船長の死因は、頭部の傷は脳内の出血も認められ

ないので致命傷ではなく、肺の半分以上に水が入ったことによる溺水

である。また、溺水の原因は、船倉に落下したときに同倉内の海水を

飲み込んだことも考えられるが、不明とのことであった。 

船長の家族Ａは、摘採機が停止していたことと左舷側の窓が取り外

されていたことから、本船がのり
．．

網の下に潜った状態で操業中、のり
．．

収穫に何らかの支障が出たので、船長が、作業を行うために本船を停

止して左舷側の窓から出ようとしたのではないかと思った。 

船長の家族Ａは、船長が船橋外に出ようと左舷側の窓から身体を乗

り出した際に、トローリングレバーに足が触れて前進位置となり、本

船が前進を始めて身体がのり
．．

網にかかるなどして引きずられて船倉に

落下したのではないかと思った。 

船長の家族Ａは、船長が船倉で仰向けに倒れていたので、頭上のの
．

り
．
網に含まれた大量の海水が降り注いで口内に入ったのではないかと

思った。 

船上には、血痕などは残されていなかった。 

船橋内は、海水やのり
．．

などによる汚れはなく、船長が船橋外から戻

った形跡はなかった。 

船長は、キャップ式の帽子、オーバーオールのカッパ、軍手を着用

し、ゴム製長靴を履いていた。なお、救命胴衣は着用していなかっ

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

不明 

不明 

不明 

 船長の死因は、溺水であった。 

本船は、小磯漁港北東方沖の本件施設において、船長が、のり
．．

の収

穫作業中に船橋の外に出ようとした際、本船が前進を始め、身体がの
．

り
．
網にかかるなどして引きずられたことから、船倉に落下して溺水し

たものと考えられる 

本船は、船長が、船橋外に出ようと左舷側の窓から身体を乗り出し

た際に、トローリングレバーに足が触れて前進位置となり、本船が前

進を始めたものと考えられる。 

船長は、のり
．．

の収穫作業中に船倉に落下した際、仰向けに倒れた状
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態の船長に頭上ののり
．．

網に含まれた大量の海水が降り注いで溺水した

ものと考えられるが、目撃者もおらず、それらの状況を明らかにする

ことはできなかった。 

原因  本事故は、小磯漁港北東方沖の本件施設において、船長が、のり
．．

の

収穫作業中に船橋の外に出ようとした際、本船が前進を始め、身体が

のり
．．

網にかかるなどして引きずられたため、船倉に落下して発生した

ものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、のり
．．

の収穫作業に船橋外に出るときは、船体が動かない

ように主機操縦レバーを中立の位置としてから作業を行うこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

東かがわ市 

小磯漁港 

三本松港北防波堤灯台 

香 川 県

小豆島 

香川県 

兵庫県 

淡路島 

徳島県 

事故発生場所 

（令和２年１月１６日 

０７時３０分ごろ発生） 
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写真１ 本船 

 

 

写真２ 本船（船橋内） 

 

 

写真３ 左舷側の窓から船橋外に出るときの姿勢  
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付図２ 本件施設（イメージ） 

 

 

   付図３ 本船の本件施設への進行方向（イメージ） 

 

付図４ 船長が船橋外に出るときの姿勢（イメージ） 

 

付図５ 船長が倒れていた位置（イメージ）

 

船長 


